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児童クラブ「きらりっズ」（落合）でのボランティア活動

まにわまにわ
社協だより 20222022

月号月号99

　夏のボランティア体験は施設での活動や、事後研
修での参加者同士の振り返りをとおして、さまざまな
出会いの中から新しい発見や、「ともに生きてい
く」視点について考え、社会福祉についての理解や
支え合いの心を養い、福祉の心の醸成を目的として
います。

※この事業は、「赤い羽根共同募金」を財源に
行われています。

　「夏のボランティア体験事業」を、７月から８月の夏
休みの間を利用して行い、中学・高校生147名が参加
しました。
　参加者は、高齢者・障がい者施設、子ども園、児童
クラブや図書館など、39カ所の受け入れ先でボラン
ティア活動に取り組みました。

　幼い頃お世話になった湯原こども園に少しでも
恩返ししたく、参加しました。こども園で活動をして
みて、保育士の仕事は意外と大変だけど、やりがい
を感じました。

汗と笑顔がキラリ！汗と笑顔がキラリ！

夏のボランティア体験

←活動報告を次頁に紹介

湯原中学校　２年　横山 羽波さん

　去年、初めて夏のボランティアに参加しました。
　湯原こども園の職員さんがやさしく、仕事を終え
た後のやりがいも感じられたので、今年も参加しま
した。ボランティア活動を園の職員さんが喜んでく
れる事がとてもうれしかったです。

湯原中学校　２年　坂本 大地さん 

参加者の声

暑い中、清掃活動に取り組みました（湯原こども園）

は なよこやま

だいちさかもと
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活
動
報
告
！！

活
動
報
告
！！　夏のボランティア体験に参加した生徒と受け入れ先の方に、

活動の様子をお聞きしました。

　
将
来
、作
業
療
法
士
に
な
り
た
い
と
思
い
、

こ
ち
ら
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
と
楽
し
く
交
流
し
、将
来
の
夢
に

つ
な
が
る
よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

「夏のボランティア体験」「夏のボランティア体験」

真
庭
高
校
3
年
　
志
田
　
純
香
さ
ん 

　
今
回
、初
め
て
介
護
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

希
望
し
ま
し
た
。今
ま
で
と
は
違
い
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、高
齢
者
に
対
し
て
の
考

え
方
が
変
わ
る
、良
い
き
っ
か
け
に
な
る
体
験

が
で
き
ま
し
た
。 

真
庭
高
校
3
年
　
久
保
　
琴
充
さ
ん

　
将
来
に
役
立
つ
と
思
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。職
員
の
利
用
者
の
方

へ
の
接
し
方
を
見
て
、学
ぶ
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
、施
設
の
様
子
も
わ
か
り
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

真
庭
高
校
3
年
　
高
下
　
奈
々
さ
ん

　
利
用
者
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、行
事
補
助
、お
や
つ
作
り
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。学
校
な
ど
の
話
を
聞
い
た
り
、

高
校
生
と
接
し
た
り
す
る
事
で
、利
用
者
の
方

は
元
気
が
出
る
と
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

て
、将
来
的
に
介
護
の
仕
事
に
従
事

し
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
を
作
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り 

あ
し
た
り
　
若
田
　
美
香
さ
ん

　
本
を
整
理
す
る
こ
と
は
、他
の
人
が
図
書
館

を
利
用
す
る
際
に
見
や
す
く
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
一
つ
細
か
い
と
こ
ろ
も
気
を
遣
っ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

久
世
中
学
校
3
年
　
川
上
　
寛
介
さ
ん

　
あ
ま
り
野
球
の
本
以
外
に
は
興
味
が
な
か
っ

た
け
ど
、本
の
整
理
を
し
て
い
く
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
と
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、事
前
研
修
の
時
に
社
協
の
職
員
が

言
っ
て
い
た「
や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
や
ら

せ
て
も
ら
う
」と
い
う
精
神
で
し
て
い
る
と

し
っ
か
り
整
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、次
も
そ
の
精
神
で
挑
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

久
世
中
学
校
3
年
　
丸
山
　
虎
之
助
さ
ん

　
以
前
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、就
労
支
援
活
動
に
興
味
を
持
ち
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
も
多
く
と
て
も
忙
し

か
っ
た
で
す
が
、一
か
ら
優
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、レ
ジ
打
ち
な
ど
の
貴
重
な
体
験
も
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勝
山
高
校
２
年
　
松
尾
　
卓
実
さ
ん

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
何
か
貢
献

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
、今
回
参
加
し

ま
し
た
。

　
活
動
で
は
、初
め
て
で
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、活
動
先
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
優

し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、楽
し
く
や
り

が
い
を
持
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勝
山
高
校
２
年
　
山
根
　
極
さ
ん

　
私
た
ち
は
障
が
い
者
福
祉
事
業
所
と
し
て
喫

茶
・
泉
茶
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
飲
食
店
と
し
て
社
会
と
、地
域
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
て
、そ
れ
が
私
た
ち

の
安
全
安
心
の
生
活
と

な
る
こ
と
を
す
ぐ
に
理

解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
若
い
お
二
人
の
将
来

に
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

喫
茶
　
泉
茶
　
松
﨑
　
安
宏
さ
ん

　
久
世
図
書
館
内
で
本
の
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
り
、書
棚
も
と
て
も
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。

　
本
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
の
発
見
が
あ
っ
た
、

図
書
館
の
役
に
立
ち
た

い
、ま
た
参
加
し
た
い

と
い
う
感
想
を
い
た
だ

き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

真
庭
市
久
世
図
書
館
　
山
谷
　
美
和
さ
ん

就労継続支援B型事業所  喫茶 泉茶（久世）

久世図書館（久世）

デイサービス  ゆったり あしたり（北房）↑利用者の方が行う生け花をお手伝いしました（ゆったりあしたり）

厨房の片づけや、お客さんへの
接客などを行いました

返却された本の整理などを
行いました

す
み
か

し 

だ

た
く
み

ま
つ
お

か
ん
す
け

か
わ
か
み

と
ら
の
す
け

ま
る
や
ま

み 

わ

や
ま
や

き
わ
む

や
ま
ね

や
す
ひ
ろ

ま
つ
ざ
き

こ
と
み

く 

ぼ

な 

な

こ
う
げ

み 

か

わ
か
た
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【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

　真庭市社協では、車いすやギャッジベッド
など福祉機器の貸出を行っています。
　これは、皆様からいただいた寄付金等を
財源に整備をしたもので、利用料金は無料と
なっております。
　貸出を希望される方は、真庭市社協本所・
各支所へご相談ください。

※介護保険制度を利用されている方など、貸出の対象
外となる場合もあります。また、マットクリーニング代
は、利用者に負担をいただきます。

【
本　

所
】

藤
本　

政
久（
富　

尾　

香
典
返
し
）

藤
本　

政
久（
富　

尾　

忌
明
け
）

坂
本　

篤
史（
富　

尾　

香
典
返
し
）

森
田　

康
之（
台
金
屋　

香
典
返
し
）

落
合　

淳
一（
月　

田　

忌
明
け
）

ラ
ブ
・
フ
ロ
ッ
グ
ス（
庄
司
弘
明
・
土
手
奈
美
子

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
収
益
金
）

大
倉　
　

繁（
津
山
市　

香
典
返
し
）

有
元　

良
孝（
目　

木　

忌
明
け
）

落
合　

淳
一（
月　

田　

見
舞
返
し
）

植
田　

一
也（
中　

島　

見
舞
返
し
）

宗
信　

博
雄（
久　

世　

香
典
返
し
）

【
北
房
支
所
】

小
藤　

博
之（
上
中
津
井　

香
典
返
し
）

柳
田　

弘
子（
上
水
田　

見
舞
返
し
）

原　
　

辰
徳（
上
水
田　

香
典
返
し
）

河
部　

勝
行（
宮　

地　

香
典
返
し
）

三
ツ　

芳
順（
上
水
田　

見
舞
返
し
）

大
月　

一
郎（
宮　

地　

香
典
返
し
）

渡
辺　

高
一（
下
中
津
井　

見
舞
返
し
）

小
谷　

耕
三（
山　

田　

香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】　

中
尾　

昌
之（
中
河
内　

香
典
返
し
）

中
尾　

昌
之（
中
河
内　

忌
明
け
）

清
水　
　

学（
古　

見　

香
典
返
し
）

金
田　

道
弘（　

中

　
　
　

 

た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

芦
田　

有
正（
落
合
垂
水　

香
典
返
し
）

宮
川　

武
志（
古　

見　

香
典
返
し
）

井
山　

千
秋（
落
合
垂
水　

香
典
返
し
）

石
原　
　

篤（
古　

見　

香
典
返
し
）

石
原　
　

篤（
古　

見　

忌
明
け
）

【
勝
山
支
所
】

近
藤　

省
一（
月
田
本　

忌
明
け
）

宮
島
医
院
（
月　

田

　
　
　

 
た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

山
根　

安
子（　

組　
　

香
典
返
し
）

福
冨　

和
惠（
若　

代　

香
典
返
し
）

金
定　

義
和（
月　

田　

香
典
返
し
）

原
田　

恵
介（
横　

部　

香
典
返
し
）

土
井　
　

護（
月　

田　

香
典
返
し
）

富
岡
久
美
子（
本　

郷　

香
典
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

向
井　

王
則（
黒　

田　

忌
明
け
）

　

岡　

敬
子（
美　

甘　

香
典
返
し
）

【
湯
原
支
所
】

山
本　

勝
𠮷（
下
湯
原　

香
典
返
し
）

小
椋　

賢
治（
湯
原
温
泉　

香
典
返
し
）

【
中
和
支
所
】

渡
邉　

章
子（
蒜
山
吉
田　

白
寿
御
礼
）

【
八
束
支
所
】

丸
山
美
砂
子（
蒜
山
上
長
田　

篤
志
寄
付
）

西
尾
多
美
枝（
蒜
山
下
長
田　

忌
明
け
）

丸
山　

丈
夫（
蒜
山
下
長
田　

香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

常
守　

賢
次（
蒜
山
西
茅
部　

香
典
返
し
）

常
守　

賢
次（
蒜
山
西
茅
部　

忌
明
け
）

佐
藤　

太
地（
蒜
山
上
福
田　

香
典
返
し
）

合　

計

六
十
六
万
九
千
二
百
円

寄
付
金 

七
月
三
十
一
日
〆

た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

北房（真庭市役所北房振興局）

落合（落合老人福祉センター）

久世（真庭市役所本庁舎）

勝山（勝山保健福祉センター）

湯原（湯原保健福祉センター）

中和（中和デイサービスセンター）

22日（木）

8日（木）

28日（水）

2日（金）

15日（木）

2日（金）

9時～12時

心配ごと相談所（9月の予定）
※相談無料、予約不要です。

電話（0867）42－1005
FAX（0867）42－2263

※秘密は固く守られます。

令
和
４
年
度

　

ふ
る
さ
と
会
員
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】（
７
月
31
日
〆
）

瀬
良　

昌
宏（
千
葉
県
佐
倉
市
）

西
田　

智
彦（
サ
イ
パ
ン
島
）

池
元　

真
吾（
大
阪
市
）

㈱
セ
レ
ク
ト
岡
山
支
店（
津
山
市
）

杉
山　

哲
昭（
津
山
市
）

周
藤　

正
美（
大
阪
市
）

吉
田　
　

慶（
倉
敷
市
）

大
美　

聡
志（
横
浜
市
）

飯
田　

英
造（
広
島
市
）

飯
田　

健
治（
東
京
都
杉
並
区
）

飯
田　

貴
子（
東
京
都
三
鷹
市
）

瀬
尾　

和
章（
神
戸
市
）

川
村　

敏
江（
香
川
県
仲
多
度
郡
）

　

た
べ
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
食

品
提
供
を
７
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

地
域
の
方
や
企
業
な
ど
か
ら
計
19
件

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
6
月
は
4
世
帯
、7
月
は
6
世
帯
に

食
品
を
提
供
し
ま
し
た
。（
延
べ
回
数
）

福祉機器等を無料で貸出します
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中和地域から
こんにちは！

由井堅史専門員

熱中症に気を付けながら、美化活動に取り組んでいます

　中和地区で活動しているボランティア団体
「中和ささゆり会」を紹介します。会の名前の由
来となったササユリは旧中和村の村花で、同会
も野山に咲く可憐なササユリのように愛されな
がら、長年にわたり地域にしっかりと根を下ろ
した活動を続けています。
　会員は11名で、食事作りや配食サービスなど
の活動も行っていますが、コロナの影響もあり
現在は中和の吉田地区にある「中和ふれあい花
壇」の整備が活動の中心となっています。
　おおむね月1回のペースで集まり、積雪のあ
る冬場をのぞいて、ほぼ1年中活動しています。
夏場は除草作業が中心となり暑くて大変です
が、皆で和気あいあいと楽しくおしゃべりしな
がら作業しています。
　年間を通して美しく華やかになるように花壇
の構成にも工夫しており、夏場はアガパンサス
の紫の花が花火のように広がり、秋にかけては

広報担当の
つぶやき

今回の夏ボラの取材に行くと、皆さん緊張しながらも一生懸命頑張っていました。学生だった
頃の初々しい気持ちを思い出しながら、自分も改めて頑張ろうと思いました。

真庭市社協HP

きょうちゃんの 今回は、
特別養護老人ホーム
やすらぎの紹介！

真庭市社協イメージキャラクター「きょうちゃん」

　特別養護老人ホームやすらぎは、湯原保健福
祉センター内（真庭市下湯原）にある定員16名
の地域密着型介護老人福祉施設です。
　７月末現在で男性４名、女性12名の計16名の
方が入所されています。
　日々の健康管理や入浴や排泄、食事等の日常
生活の介助を行うとともに、入所者様一人一人の
思いを尊重し、楽しみを持って生活を送っていた
だけるよう、職員間で話し合いながらサービス
提供に努めています。
　やすらぎでは、毎月その季節に応じた行事を
実施しています。7月は、七夕行事を行い短冊に
願い事を書いたり、一緒に七夕の歌を歌って楽
しいひと時を過ごしました。
　入所者様からは「ええ七夕の飾りができたな
あ。」と喜びの声が聞かれました。

タイタンビスカスが大輪の花をたくさん咲かせ
てくれます。
　会員の方によると、花壇の周辺ではゴミなど
のポイ捨てがほとんど見られなくなったとのこ
とです。やはりきれいな花は人々の心を和ませ
てくれるようです。
　これからも季節のお花で皆様をお迎えします
ので、中和へお越しの際は花壇のことをちょっ
ぴり気にかけて車を走らせてくださいね。

　これからも入所者様の気持ちに寄り添いなが
ら、穏やかに安心して生活を送っていただけるよ
う支援に努めていきます。

利用者に寄り添った
サービスを

利用者に寄り添った
サービスを

それぞれの願いごとを短冊に込めました

職員一同
心のこもったサービスを
提供しています


